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北海道石狩炭田タ張地区炭田ガス予察報告

本島公司苦牧野登喜男懸牧真一梼

Reconnaissance　S皿vey’of　Coal　Fiel通Gas　in　tke　Y，bari

　　：Districtof伍el曲ikariCoa甲ielα，Hokkai征

K61i　Motojima，

　　　by

Tokio　Makino＆Shin，ichi　Maki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　In士he　Y亘ba士i　district，‡he　main　gas　bearing　or　producing　formations　are　the　YUbari

and　Ikushumbetsu　coa1・bearing　form＆tions。These　two　are　consldered　to　be　fresh、water

sediments，but　underground　water　flowing　out　from　these　fohnations　has　much　quantity　of

c1一（3～119／z），1一（10～45mgノ」），ca2＋andHBo2・andn・so22、No3嗣andNo2r

　　　　Natural　gas　in　this　district　shows　the　follow玉ng　chemical　c奪aracter5：

　　　　　　　　　　　　　CH4＝93～99voL％
　　　　　　　　　　　　　CO2二〇．4～1．6〃

　　　　　　　　　　　　　N2二〇。4～5，6〃

　　　　　　　　　　　　　02二〇．1～0．3〃
　　　　Maximum　daily　production　of　natural　gas　from　the　boring　well　is　about130，000m3．per

we11．

　　　　Present　daily　productions　of　gas　from　the　Shinhoronai　and　Heiwa　mines　are40，000m3

and65，000m3respectively，and　at　both　mines，gas　has　been　use（i　as　f亡el　materiaL

　　　’It　is　considered　from　geρchemical　data　that　in　this　district，the　saline，underground

water　and　some　natural　gas　are　probably　derived　from　the　Poronai，Wakkanabe　and　the

Cretaceous　marine　shale』

要　　旨

　1）今回行なつた石狩炭田における天然ガスの予察調

査は，炭田ガスの地下賦存状況の考察と，その調査方法

確立の端緒を得ることを目的とした。対象炭鉱は新幌内

坑・夕張2坑・平和2坑である。

　2）石炭層ガスの存在状態は，一般に吸着と遊離の2

つに分けられるといわれているが1炭田ガスの集積と貯

溜は，造構造運動に随伴する二次的空隙が重要な役割を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も占めていると判断される。

　3）炭田ガスを調査研究するうえに，成因・移動・集

積を通じて，炭層が重要な役割を占めている。

　4）　ガス附随水は含水層の堆積環境から推定される性

質と異なり，C1一を3，000～10，000mg／l程度含む化石・

＊　技術部
＊＊燃料部

海水と思われる水質を示している。新幌内坑の水は著量

のIrを含み，夕張2坑と平和2坑の水はCa2＋，HBO2

の著量を含む。これらの地下水はそれぞれ幌内層・若鍋

層，・・および白璽紀層にその根源を求めるのが妥当であろ

う。

　5）ガス質は大略，CH4二93～99vol．％，CO〆0，4

～1，6％，N2＝0・4～5．6％，02二〇．1～0，3％である。

　6）　今後の調査研究上，とくに重要と患われる事項と

しては，

（1）

く2）

（3）

（4γ

、（5）

（6）

ガスの所在の正確な把握とその状況

地下水および泥岩等の有機質岩の地球化学的研究

ガスと地下水の動きを規定するため，地層の物理

的研究

ガス質の研究

石油地質学の面からみた当地域の研究

地表地質および試錐によるガス鉱床の立場からの
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l　　

　　検討
’（7）経済面からの炭田ガスの検討

などがあげられる。

1．緒　　言

地質調査所月報（第10巻第2号）

　炭田地域における天然ガス（炭田ガス）は，従来保安・

の面から重要視され，強制通風によつて大気中に放出さ

せられていた。しかし近年はこれを可能な限りにおいて

採取し，利用しようという方向に転換し，積極的にガス

抜きが実施され，，炭田ガスが炭鉱において一つの資源と

して取扱われるようになつた。しかしながら炭田ガス に

ついては組織的調査が少なく，賦存状況その他未解決の

間題が多く残きれている。

　地質調査所では，ガス資源としてのわが国炭田ガス調

査を計画し，基礎研究を進めているが，この調査におい

ては，その一環として，炭田ガスがどんな状況で坑内や

坑外においてみられるか，またそれはどんな方法で調査

を進めたらよいか，等をおもな着眼点にして作業を行な

つた。・

　このために，調査地として実除にギスを多量に産出し

ている石狩炭田の夕張地区を選び，　そのなかの夕張2

坑・平和2坑・新幌内坑の3坑を選択し，調査の対象と

した。

　第1次の現地調査は，昭和29年『10月24日から11月

4日の間に行なわれ，本島・牧野1牧のほかに上島宏・
’
水
落
克 ・狛，武が参加し，北海道地下資源調査所二間瀬

洌技師から協力を受けた。

　また第2次の現地調査は，昭和31年3月15日から26

日に至る12日間牧野が実施した。

　現地調査にあたつては，北海道炭砿汽船株式会社の夕

張・ 平和、兜幌内各鉱業所，および同社の地質調査所の方

・方から，地質とガス状況についての教示，ならびに坑内

案内を受け，調査上多大の便宜を与えられた。記して謝

意を表す養。

2．　調査地域の地質状況

2．1地質概読（第1，2図参照）

　調査地域には，中生代白墓紀層（海成層）を基盤とし　・

て堆積した古第三紀石狩統が発達する。石狩統は下位か

ら登川層’（主として淡水成層）・幌加別層（主として淡

水成層）・夕張層（主として淡水成層）・若鍋層（海成層），・

および幾春別層（主として淡水成層）の5累層に細分き

れ・これらの上位に幌内層（海成層）がある。主要爽炭

層は調査地域南部の夕張区域では登川・夕張両層であり，

北部の幌内区域では幾春別層である。

　白璽紀層
　地域内には層位的に上から下へ函淵砂岩層・上部菊石一

層・三角介砂岩層・下部菊石層の順で潜在する。函淵砂

岩層と三角介砂岩層は，主とし七砂質岩からなるが，上

部菊石層と下部菊石層は厚い暗灰色の泥岩からなつてい

る．本層には各地で油徴が知られ，岩質から石油および

天然ガスの母層となりうる可能性が考えられており，層

位と構造上からも，一この地域内の炭田ガスを扱う場合に

は注目すべき地層である。

　登川層
　本層は下位の白墓紀層を緩斜不整合に被覆し，砂岩な

いし砂質頁岩を主とし，泥岩を従とする地層で，厚さ1

m以下の炭層が1，2枚存在する程度である。層厚は約

60mである。

　幌加別層
　全層暗灰色緻密な泥岩から構成され，層中に菱鉄鉱の

薄層をレンズ状に挾有している・層厚は約100mであ

るQ

　夕張層
　夕張地区の主要爽炭層で，本層には5～6回の堆横小

輪廻が識別きれる。岩層は砂岩と泥岩の互層が主であ

る
，
。本層に十尺層および平安八尺層のほか，数枚の炭層．

を挾有し，層厚は約160mである。

　若鍋層
　夕張地区の石狩統における最も顕著な海進下の堆積層

で，下位の夕張層とは地域的不整合関係を示す。本層の

下半部は暗灰色の泥岩を主とし，上半部は砂岩・泥岩の

1数mないし数10mの厚互層で，層厚は約160血である。

　幾春別層
　夕張区域では本層は貧縮しており，粗悪な炭層（虎め

皮層と呼ばれる）を挾有するが，北方に発達し，幌内区

域では主要爽炭層となつている。本層は砂岩を主とし，

泥岩・砂質泥岩を従とする地層で，石狩統中最も堅硬な・

性質を示す。層厚は夕張区域で0～70m，幌内区域では

200mを超える。

　幌内層
　本層は幾春別層の上位に緩斜不整合をもつて接する塊

状無層理の暗灰色泥岩であつて，・層厚1，000mを超え

る1。

　2．2地質構造
　夕張区域は断層・摺曲が比較的多い。そして古第三系

と白璽系とはほ買同様な構造を示す場合が多く，このこ

とは後に地下水とガスの移動を考える場合に重要であ

る。おもな摺曲構造には清水沢背斜・平和背斜および清

水沢向斜があり，1それらの軸の方向はいわゆる蝦夷方向

38一（1↓β）



北海道右狩炭田夕張地区炭田ガス予察報告　（本島公司・牧野登喜男・牧　真一）
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第1図a　夕張一平和区域地質図および試料採取位置図（北海道炭鉱汽船K，K・資料）

註1）
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一第1図b　新幌内坑試料採取位置図

といわれる南北性ないしN30。W程度を示している。断

層の主要なものはいずれも逆断層で，走向は摺曲軸のそ

れとほず同様の蝦夷方向を示すが　ほかに東西性に近い

ものも発達している。

　新幌内区域ではN40。E方向の背斜を示している。

3．既存の資料によるガスと水の状況

　この度の測得値に考察を加えるうえに必要と思われる

ので，重要部分を抜葦して記載する。

　3．1坑外探炭ボーリング註1）

　夕張区域においては，過去数10年にわたヒ）て数多くの

探炭試錐が施工されて、きた。これらのなかには天然ガス

の噴出や徴候のあったものも少なくない。北海道炭砿汽

船K。K．地質調査所の下河原寿男所長は，これらの孔中

記録を検討し，平和一清水沢区域の35孔井につ・いて，

天然ガスの面から考察を進めて一部塗発表きれた。その

結果を層序と地質構造の面から整理すると，第3図およ’

び第4図のようになる。第3図でみられるように石狩統

の各層に天然ガスの存在が知られるが，とくに夕張層

に多い。夕張層中でも平安八尺層附近が最も多く，噴出

例の半数を占め，また十尺層も多い。極言すれば炭層

附近に最も多いといいえよう。孔井の天然ガス産量も，

700m3／day以上を示したものが11孔井あり，最大産量

は成孔当初約130，000m3／dayといわれる。『　『

　第4図においては背斜構造部に最も多くガスがみられ，

また断層破砕帯1ヒも多い。僅かに1例ではあるが，向斜

部においても天然ガスがみられている4とは興味ある事

実である。　この孔井はガス量約1，500m3／dayを示し，

塩水とともに噴出しているが，ガス水比等については不

明である。

　探炭試錐では地域的・構造的にその繋井点がかなり制

註1）　下河原寿男：夕張炭田試錐におけるガス事情，’

　　　　　　北海道炭砿汽船株式会社ガス抜および利
　　　　　　用委員会未公表資料，（1955），1956年

　　　　　　3月炭砿技術会地質部会総会にて講演
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　　た例数と地質構造との関係
　　　　（北海道炭鉱汽船K．K，資料）

限を受けていることを考慮しなければならないが，大局

的には第3，4園14示きれる結果がガスと水gあり方を

考える際の目安となるものと思われる・

　3．2坑内ガス抜
　平和・夕張・新幌内各坑とも坑内でガス抜を実施して

おり，その方法は次に示す通りである。’

1）

2）

3）

4）

払跡密閉法

貫層穿孔法（Cross　measure　method）

ガスチヤンバー法

ガス抜坑道法

このなかの1）は採炭跡を完全密閉し，そこに湧出し

てくるガスを採取する。2）は採炭切羽附近および坑道

内にとくにガス湧出の著しいところに実施される坑内試

錐で，この方法は非常に効果をあげ，各坑ともに積極的

に本法によるガス抜を実施している。3）と4）は坑道

掘進のときなどに行なわれている。

　なお昭和29年の調査当時においては新幌内坑におけ

る同坑のガス採取量は約40，000m3／dayで，これを自家

用燃料に使用しており，昭和31年3月の平和2坑調査

当時の同坑のガス採取量は約65，000m3／dayで，これを

発電所に圧送し助燃に使用している。

4．調査結果

調査当時におけるガス状況についての一部は，すでに

上島3）によつて報告されている。こ＼ではおもに坑内の

ガス抜井から得た地下水およびガス附随水について述

べる。

　4ユ　地下水頃ついて

　坑内のガス抜井ではその大部分が水を伴なわず，また

伴なってもその量は僅少である。水量については・人為

的な排水による影響がきわめて大きい・第1図に示した

測点で得た結果は・第1表に示す通りである。

　1）　pH，RpH

　新幌内坑の3例はいずれもpH二7・8を示す。夕張2

坑区域では大体それよりもアルカリ性を呈し8。3～8・6で

あるが，Loc．No．7は断層上の温泉水でpH二7・1とや

や性質を異にする。平和2坑区域ではpH二7・1～7・8を

示している。

　RpHはすべてアルカリ性側へより，新幌内坑では8・0・

夕張2坑は8，6～8，81平和2坑は7。7～8、1であ1り，夕

張2坑が最もアルカリ性であつた。

　2）HCO3一，freeCO2，CO32一

　P宜の項からも予測できるように，HCOゴは夕張2

坑区域が特徴的に多くて1，000mg／lを超え・最高4，520

mgμを示す。これに対して同じ層位的関係にある平和

2坑区域ではその約1／5～1／エo量を示すにすぎない。新幌

内坑では500mgμ前後を示していて中聞値である。

　free　co2は平和2坑に9～44mgμあり，・co32｝は

夕張2坑で0～220mg／lある。

3）Cl一，1嗣．

　出水層位が幾春別層・夕張層という・主として淡水成

ないし汽水成と考えられている地層であるが，地下水中

のC1一量は一般に多く，海醸層の雌下水にみられるよう

な数値を示していお1噺幌内坑では断層を貫通し，上水

の浸入の容易な條件下にあると考えられるLoc．No・1

のCl一二2，860mg／lを例外として，Loc。No。2では約

41一（115）
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第1表，石’　狩　　炭　　田

昭和29年調査

測
番

点1

号

Loc．1

Loc．2

Loc，3

Loc．4

Loc．5

Lod．6

Loc．7

Loc．8

Loc．9

：Loc．10

Loc．11

Loc．12

平和2号

採取箇所

新幌内坑No．26
ボーリング

〃No．33〃

〃No．34〃

夕張坑

〃

〃

〃

平和2坑
八尺沿層坑道

〃

〃　零

〃

〃

平和ガス2号井

ガス量菅
（m3／d）・

　　　1
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2．9
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11．4．1．2

NH＋
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3，65
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0．51
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（mgん）

2＞

2＞
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6

2＞
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Ca2＋
（mgん）

48．1

283

188

7．1

50。2

1377

443

635

1232

884

昭和31年調査

測点番号

Loc，13

Loc，14

Loc．15

Loc．16

Loc．17

Loc．18

Loc．19

採取箇所

平和2坑No，171
ボーリング

“本向第ニロング
　昇　ボ「リング

〃　水抜坑

〃No．166ボー
リング

“　No．156　〃

〃　No．152　〃

〃　No．工24　〃

ガス量撒
（皿3／d）

1008
（94％）

・1872

（98％）

有

288
（39％）

7776
（96％）

4896
（90％）

水量
（m3／d）

6．05

69．一9

72，2

0。75

0．60

O。0

0．0

坑内温水温
　（。c）、（。c）

15，0

23．8

22．5

17．6

21．O

18．1

34．7

36．2

22．5

26．3

pH

7．4

7．1

7．1

7．8

7．4

RpH
free

　CO2
（mgん）

38．．5

37．4

32．9

34．2

17．6

CO32一
（mgん）

0．0

0．O

O．0

O．O

0．0

HCO3一
（皿9／君）

198

131

146

732

244

C1一
（mgん）

10288

10004

10182

10504

9078

Tota1　　果蝋
Fe繰酋Fe2＋
（mgん）（mgん）

0．46

1．65

1，54

0．55

1，29

0．07

0．97

0．86

0．08

0‘00

＊　ガス星はC頁4100％として算出。ブロワーにて負圧をかける。

＊＊　数値は気体流量で（）の％は鉛0％干渉計による読み。ブロワーにて負圧をかけている。

＊＊＊試料採取から分析までの時間の経過が長いもので，参考値として扱う。
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ガ　　ス　　調　　査　　表
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（mgん）
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86．4
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14．2

32．3

55．4
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Ca2＋／
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0．76
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194
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94．9、
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0．0

0．0

0，0

0，0

98．9

97．8

98。0

97．5

97．5

0．4

0．9

1，5

1．1

1，1

備 考

孔長76．5m（＋51。）V番層着炭
断層をきつている

異長77m　V番層掘馨？
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坑内集合水

引立揚げ水

孔長69m（＋74。）本層下盤ま
で掘進　断層の多い地区

『
幌
加

別層中　断層面上

孔長45。5m（＋11。）

　　　　　　　　平安八尺層上

平安八尺層上

孔長34。5m（＋20。）十尺層着炭

採炭跡　　　　　　十尺層下位

孔良72．4m（＋33。20ノ）十尺層下位

　菅碧巣

Fe3＋
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SO42一
（mgノ彦）
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0。68
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1，29・

0

1
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3

0

　榮些梼

Ca2＋
（mgん）
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NO一
（mgん）
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0．000
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dis。02
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dis．CH4
十N2etc
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1．0

02

0．1

0．0

10．O

O．1

㌔m1CH・

O．0

0。0

0．0

0，0

95．1

96．1

92．8
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残

4．4

3．0

5．6

5．O

備 考

標高＋83。8m孔長94，4m（＋70。）

十尺層→平安八尺層掘進
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標高＋18・0叫長8生9m（＋げ48’）

標高十19．Om孔長63．9m（十2。）

平安八尺層下位

標高＋18。5m孔長69．6m（＋2。）

標高＋22・3m孔長67・3m（＋3。）

孔長♀3，4m
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11，700mg／1，Loc。N6．3では約9，500mg／lのc1一を

含む。また夕張2坑では210～3，600mg／lを示し，断層

上にあつて下の層位にある岩石と通ずると思われるLoc・

No．7においても，約4，800mgμのc1一がある。夕張2

坑は地理的位置が新幌内坑と平和2坑との間にありなが・

ら，この両地域よりもC1一量の少ない特徴があるが，

これはおそらく地表水の影響によるものと思われる。そ

の地域で断層の多いLoc・No・6附近ではCl幅が少な

い。平和2坑では7，700～10，500mg／l　Cl一程度であつ

て，10例についてみると，そのC1一量は他の2地域に

較べて変化が少ない。

　1一は新幌内坑に最も多く，最高45mgμあり，平和

2坑では9～14mg／lでこれに次ぎ，夕張2坑では1mg／1

前後となる．同一量のC1一に対する1一量は．新幌内

坑が最も多く，平和2坑・夕張2坑の順になる。すなわ

ちlr／c1一は，

　新幌内坑（2，3～3・9）×10－3

・夕張2坑（3。8～2．9）×10－3

平和2坑（0・♀～L8）×10一3

である。この値は油田蝋水のそれに匹敵するもので，海

水に較べて著しい1胴の濃縮が起こっていることがわか

る。

　4）Ca2＋，Mg2＋，Ca2売／Mg2＋

　平和2坑区域においてCa2＋は264～1，232mg／1，Mg2＋

は55～317mg／lあつて，それぞれ新幌内坑のCa2＋＝48

～283mg／l，Mg2≒12一一104mg／lや，夕張2坑のca2＋

コ7～50mg／l，Mg2』9～14mg／lよりも多い。Lo“。

No．4のca2＋昌7．1mg／lはや＼過少であるが，この水

は集合水であるためにCa2＋が沈殿したものと思われる。

　ca2＋／Mg2＋は新幌内坑と夕張2坑とではo．76く一4．oで

あつて，平和2坑における2・4～15・6よりも大分値が小

きい。Loc。No。7は42，6で特別に数値が大きい。

　5）dis．02，dis。CH4，dis．N2etc，

　dis．02，dis．CH婆，dis，、N2etc，については，坑内

試料の採取方法によつて大分変動を受けるかも知れない

と思われるが，努めてその影響の少ないと思われる試料

について分析を行なつた。dis．02は昭和29年度の観測

結果ではo．2～o．4cc／l前後を示しており，dis，P（CH4＋

N2etc．’）は大略20～30cc／」を示す。なお，dis．CH4×

100／dis多（CH4＋N2etc。）の値は大略83～95％であつて，

dis・CH4とdis。N2etc。の量はこれから求められ，第

1表に示しだ通りである。

　6）Fe

　全般的に少なく1mg／l前後である。

7）NH4＋

　新幌内坑で3～3，7mg／1位，平和2坑では2．4～3．6

mg／lと測定された。大体3，000・）10，000mgμのCl嗣

量に対して，NH4＋は2～4mg／l程度である。

　8）　SO42一，　NO2一，　NO3「』　、

　いずれも2mgμ＞SO42一である。比濁法による分析の

ため・、これ以上の精壌：は得られない。Lgc・N・・5には

6mg／lのSO42一となつているが，この水は引立の揚げ．

水で毒るので，・地層中から直接採取して得た数値とは比

較できない。

　NOガ，NO3一、はほとんどが0を示しノている。

　9）HBO2
　平和2坑区域にきわめて多く，115～194mg／Zを示し，

同一のCl一量に対して順次夕張2坑区域か・ら新幌内坑’

区域へ量を減ずる。夕張2坑のLoc．No．7は，C1一二

4，820mg／」であるが，HBo2が173mg／lあり，Loc．

No．5よりも1桁多い。

　4、2　ガろについて’

　炭田ガスの成分は，一般にCH4＞N2≒CO2なお組織

を示す3成分系である。坑内外におけるガス試料の採取

はきわめて注意を要するが，坑内試料と坑外試錐試料と

の分析値に大差ないところから，この度の調査では案外

に試料採取が良好であり，分析値も炭田ガスの性質を代

表しているものと考える。

　炭田ガスは通常CH4が90～95voL％以上の高濃度を

示し，またCO2は非常に少なく大略1％以下である。

この度の分析値の範囲は，

　CH4二92．8～98。9　vol．　％

　CO2；＝0．4～1．6　　　〃

　N2二〇，4～5・◎、〃

　02二〇、1～0。3．〃

であつた。採炭に伴なう強制通風によつて，炭田ガスは

CO2とN2の増加を来すのが一般であるが，上記の数

値はCO2，N2とも0．4～1．6％程度であるので，この

点からも試料採取が良好であつたとみなきれよう。なお，

後述するようにこの地域のガス成分の検討には，質量分

析計による分析を実施して，10－2voL彩程度の感度で

ガス中のA，He肝yhydrocarbon等を求めるべきであ
る。

　4．3　地下水の性質総括

　坑内でみられる地下水に対しては，とくに地層φ化石

水という点について考慮しなければならない。調査区域・

内において考えなければならない坑内水の根源は，天水

・化石水・温泉水の3つであろう。このなかの化石水に

ついては古第三系と白璽系の2つに分け，かつ海成と淡

水成とに分けて考える必要がある。
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　以上の点に関しで考察を進める1つの方法として，第

1表に示した分析表から特定成分間の相互関係を求め，

これを第5～10図に示した・これらの図では明らか年層

位的な差，あるいは地域的な差を示している。
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　第5図に示したC1『と1一との関係では，前述のよう．

に新幌内坑の地下水（幾春別層）の方が，平和2坑と夕

張2坑の地下水（夕張層）よりも，同一Cl一量に対して

壬”の量が多いことがわかる。
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　第6図の『C1伺とCa2＋の関係は，新幌内坑・夕張2

坑おタび平和2坑ともに正の相関関係であるが，同一

Cl闘量に対しては夕張2坑と平和2坑の方が，新幌内坑

よりもCa2＋量が多い。

　第7図のCl剛とCa2＋1Mg2＋の問には，新幌内坑では

負の相関関係，夕張2坑ξ平和2坑では弱い正の相関関

係を示すようである。『
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　第9図のCα2＋とMg2＋の関係は，、新幌内杭・夕張

2坑・平和2坑ともに正の相関関係を示す。

　第10図のCa2＋とHBO2では，新幌内坑では負の相

関関係を，夕張2坑と平和2坑では正の相関関係を示し

ている。

とともに漸減し，1大略3～6カ月で数100ml／dayない

しそれ以下となるようである。漸減の原因は，坑道の展

開や切羽開設等の人工的作業によつて生ずる地層への影

響，例えばウエーベルの空洞の閉鎖のような作用が，、あ

ずかつているとみられている。
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第10図　地下水中のHBO2とCa2＋の関係

、これらの関係図のなかで第5～9図においてll、1・点だ

け開係直線や曲線に近づかないものがあるが・こ、の点が

前述したLoc．No．7である．

　以上に述べた地下水の性質によつて，少なくどもこ＼

の地下水は従来いわれてきたように，幾春別・ダ張両爽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1炭層の堆積相は，淡水成が大部分で罫誹蔀汽水成である

という考えとは異なつだ性格を示していることがわか、

る。これらの点にづいては後述する一d

、6．炭田ガスに対する一般的考察

5．坑内ガス状況の総括

　ガス抜井はその主目的が採炭時における保安という面

から実施されているものであるため，坑内ガス湧出の多

い場所に対しては，かなり集中的に繋井きれている。と

くに坑道延長部が断層附近になると，この断層に向けて

集中的に墾井きれる。すなわち断層による二次的空隙が1

ガスの集積と移動に非常に大きな役割をなしているので

ある。

　茸たガスは全般的に上位炭層と下位炭層の間に存在す

る炭質頁岩ないし砂岩にも多いといわれ，下位炭層から

上位炭層に向けて組織的にガス抜が実施きれている。

　大体ガヌ抜井の1孔当りの産ガス量は，成功当初では

4，000～5，000m3／day程度を示すものも少なくないが，

通常は1，00Q－m3／day1前後である。，こ’の産ガス量は時間

　6．1　炭田ガスの存在状態

　炭田ガスの存在状態は，大別して遊離状態・吸着状態

および水溶状態の3つに分けられる。遊離状態のガスは

岩石の初生的空隙と二次的空隙を満していて，ガス体の

比重差・毛管現象および他よりの圧縮圧等によづて，一

般に移動することが比較的容易である。

　吸着状態のガスは，とくに炭層または炭質頁岩に対

して重要であり，主として吸着する石炭（炭質頁岩を含

む）の性質，そこめ物理的條件（温度・圧力・液体飽和

度など），およびガス質によつで吸着量は左右きれる。

ガスの吸着量は一般的に温度とは負相関し，圧力とは正

相関であるが大略30～40kg／cm2に達すると，大体飽和

吸着量に近似してくるといわれている。右炭の成分に対

、しては，揮発分・灰分とは負の相関を示し，固定炭素と、

は正の相関関係を示す。

　遊離ガスと吸着ガスは相互に條件の変化によつて転移

することは当然である・之れ今のために・地下14おける

ガス圧の測定がきわめて重要になつてくる。’

　水溶状態のものは化石水中にその深度に対応する静水

圧を受け，その圧力に対応するだけのガス溶存量をもつ

ものである。そして圧力によりこの状態を変ずる。’

　地質構造と坑外ボーリングのガス噴出との関係はすで

に述べたが，そのうち背斜構造および断層等に多くのガ

ス噴出がみられ，とくに背斜構造と断層の重複した区域

において著量のガス噴出がみられていること峠融目きれ

る。これらのことと石狩統の地質状況からしで，，ガスの

集積貯溜は地層を構成する岩石の一次空隙よりも二次空

隙が重要な位置を占めていると思われる。

　炭田ガスの集積・貯溜・移動の問題については，今後

に多くの問題を残じているが，幸に坑内において主要含

ガス層がかなbみられるから，含ガス層についても，今

後知識を増すことは困難でないと思われる。

　6．2　炭田ガズに対する炭層の扱い方

　炭田ガスを取扱う’うえに炭層が重要であることは，上

述の資料からもうかがわれるが，ガス鉱床に対する炭層

の役割は次のよう1ヒ考慮すべきぞあろうと考える。

　1！炭層を炭田ガスの母層≧して扱うこと・、

　低級炭化水素は有機物のクラッキングでできると考え
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られているから，とくに重要である。この場合には現在

の炭質も考慮すぺきであるこ、とはいうまでもない。

　2）炭層を炭田ガスの帽岩（cap　rock）として取扱う

乙と。石炭の浸透率は小きいし，また化学的にもガスの

逸散を防ぐ能力をもつている』

　3）炭層を炭田ガスの貯溜層 （reservoir）として取

扱うこと。石炭は浸透率は小きいが，孔隙率は相当にあ．

るので，その有するガス圧と吸着能力によつて有力な含

ガス層になる。

　とくに2）の場合は貫層穿孔法の成功という面から重

要である。

　6．3地下水およびガス附随水

　この度測定したガス附随水は，化石海水的性質を示す

ことはすでに述べた。その出水層は淡水成ないし汽水成

であると考えられているが，現在までの調査では淡水的

な性質を示すガス附随水は知られていない。調査地域に

おける海成層は幌内層・若鍋層および白垂紀層である。

筆者らの調査の対象となつた夕張層≧幾春別層の上位に

は，それぞれ若鍋層と幌内層とが地域的不整合または不

整合関係で重なつているので，調査の結果みられた化石

海水的性格の附随水は，夕張・幾春別両層の堆積時の化

石水よりも上位の若鍋層・幌内層堆積時ないし堆積後に

おける化石水の移動・置換の結果できたものであるかも

知れないし，石狩統の下位にある海成白璽紀層に由来す

るものかも知れない。夕張2坑・平和2坑区域（夕張

膚）と新幌内区域（幾春別層）の水質の差が，それぞれ

上位にくる海成層の性質の差として表現きれたのかも知

れない。右狩統の下位に潜在する白垂紀層は，注目され　・

るべき地層で，幌加別層の出水（断層を通じて）は，前

述のように特異の水質を示しているが，この測点は白璽

紀層に層位的には最も接近した所にあるので，今後は登

川層中の地層水の水質にも一段と注目したい。

7．将来の調査と研究について

　この度の調査結果を総合すると，地下水はいずれも

質・量とも遊離の炭田ガスと釣合のとれた程度の溶存ガ

スを保有し，酸化・還元の性状も炭田の有する一般的性

質から推定レたものをよく表現している。したがつて全、

般的にはこの地下水はガス附随水として表現してよいも

のと判断される。

　この附随水の著しい特徴は，一般の地下水に較べてそ’

の有するCl一，HCO3一，Ca2＋，1一・HBO2量がきわめて

多く，SO22一，NO2一，NO3『，dis，02等の酸化的因子

がきわめて少なく，油田鹸水に類似の性質を示すことで

ある。油田鹸水には元来有機物の分解にあずかった地下

水とみなきれるものが多いが，こ＼の附随水にあつても

HCOゴ，1一等有機物の還元的分解過程において濃縮き

れると考えられる性質の化学成分がきわめて多い。この

事実は海成層が，この地下水の性質を左右したと考えら

れ，ガスの一部もこの海成層に由来する可能性があるこ、，

　　　　　えとを推定きせる。．多孔質な地層に海水が浸透した場合

は，もちろん長い地質時代を通じてその有する化学成分

は，炭田の場合には

　　　　　　　SO42一→減少

　　　　　　　Ca2＋→増加

　　　　　　　Mg2＋→減少

　　　　　　　　C1一→若干の減少．

の方向に変動することは予測できるが，1一の著量が濃縮

するとは考えられない。1一は新幌内坑にとく，に多いが，

HBO2は平和2坑にとくに多い。またCa2＋も平和2坑

に多い傾向にある。第10図では新幌内坑だけはCa2＋と

HBO2との間にほとんど相関がなく，第8図でもC1一と

HBO2の間に新幌内坑では正の相関がない。調査地区で

は一般的傾向として，Ca2＋は層位的に下位の坤層から，

でる地下水に多いようであるが，第7図の新幌内坑では

c1一が増えるとCa2＋／Mg2＋値が小きくなる。これらの

，資料から推定すれば平和2坑・夕張2坑では若鍋層・白

垂紀層の海成層があり，新幌内鉱では幌内層餌存在する．

が，これらの海成層からあ影響の差として取振いえない

だろうかと思う。す鷺わち平和2坑および夕牽2坑にお

いては若鍋層および白墓紀層からのCa2＋・耳BO2など

の供給が多く，逆に新幌内坑においては幌内層からの影

響で1一等の供給が多かつだと推定きれないだろうか・

とくに白璽紀層からの供給という面については，夕張2

坑のLoc．N己7は層位的位置も白垂紀層に近く，断層

上にあつてCa2＋，HBO2が多く，1剛が少ない等の点か

ら，とくにこの問題について注目すべき点であろう。

　以上のような考察をする場合に，もちろん坑道の下部

への掘進による地下水の深所への移動と，水とガスの坑

内における動き方の相違を考えなければならない・しか

し第3図の資料をみても，夕張層にガスと水の多いこと

は，・こ＼にガス発生の母岩が発達すると同時に，こ、に

貯溜きれ移動されやすい條件が成立していることを示し

ている。いずれにしても夕張区域にみられる炭田ガスの

一部は，石狩統の下位にある白璽紀層に成因的に関係を

もつと考えられないだろうか。

　今後の研究に際しては，上述したような問題を解くた

めにも，できる限り観測点を増加して，より正確な推論

を行なうべきである。

　当地方の炭田ガスを調査研究するうえで，今後とくに
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注意しなくてはならない問題は，’次のようであろうと考

える。

　1）　ガスの所在を，現場で実際的に，また実験室で理．

論的に把握すること。

　2）地下水の層位的な化学的性質の把握。

　3）地下水をガス附随水として解析してゆくこと。　／・

　4）開発に伴なう水とガスの動き，および圧力の変化

の調査。

　5）地層を構成する岩石の孔隙率と浸透率を測定して，

流体の動き方を考える。

　6）地質調査の着眼をきめた後に，全域にわたる地質

学的な再検討を行なう。

　7）いくつもの採ガス万法を比較検討する。

　8）　ガスの成因を推定するための調査を行なう。

　また臼要紀層に関する石油地質的資料を当地で得て，

1白璽紀層のoil　potentialityを考察する。

　9）ガス質の調査および採ガス法の相違によるガス質

の変動調査。

10）経済面からの炭田ガスの検討。

8。結　　言、

夕張地区の炭田ガスは，1資源的に重要であるので，今

後きらに基礎的な調査を進めるべきであ、り，それがやが

て炭田ガスの開発に連なると考える。

　こ㌧のガス鉱床は地下水およびガスの移動と集積の面

から興味ある資料を提供した。この度の調査は～今後の

調査班によるある程度まとまつた仕事を進めるための予

察調査として，一応の結果が得られたものと考える。

　　　　　　　　（昭和29年10月，31年3月調査〉
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